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同
窓
会
々
員
の
皆
様
に
は
、
健

や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
は
現
在
、
旧
宇
工
高
跡

地
の
記
念
碑
「
発
祥
の
地
」
建
設

に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
の
同

窓
会
総
会
で
頂
い
た
、
沢
山
の
ご

意
見
か
ら
修
正
案
を
作
成
し
、
役

員
会
（
顧
問
、
参
与
を
含
む
）
で

検
討
を
重
ね
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
平
成
27
年
度
の
総
会
に
付
議

し
、
年
度
内
の
完
成
を
目
指
し
ま

す
。

　

新
し
い
記
念
碑
の
文
字
は
、
本

校
出
身
の
栃
木
県
知
事
・
福
田
富

一
氏
の
揮
毫
に
よ
る
も
の
で
、
左

側
に
石
に
刻
ん
だ
旧
校
歌
を
配

し
、
右
側
に
は
か
つ
て
ロ
ー
タ

リ
ー
に
あ
っ
た
荀
子
の
言
葉
「
道

は
近
し
と
雖
も
行
か
ざ
れ
ば
至
ら

ず
・
・
・
」
を
刻
ん
だ
石
を
配
し

て
あ
り
ま
す
。
背
景
に
は
旧
ロ
ー

タ
リ
ー
に
あ
っ
た
岩
状
の
石
を
使

用
し
て
い
ま
す
。荀
子
の
言
葉
は
、

当
時
（
本
校
が
昭
和
33
年
か
ら
43

年
ま
で
）、
校
舎
増
改
築
落
成
記

念
に
建
立
し
た
も
の
で
、
第
40
～

43
代
目
の
栃
木
県
知
事
・
横
川
信

夫
の
揮
毫
に
よ
る
も
の
で
す
。
荀

子
は
、「
礼
」
を
重
視
し
、「
実
力

主
義
」
に
徹
し
、
生
涯
学
習
の
立

場
か
ら
「
継
続
的
な
努
力
」
を
説

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
旧
京
町
の
姿
を
彷
彿
さ
せ
る
も

の
で
、
今
後
と
も
こ
れ
ら
の
宇
工

の
姿
や
形
を
繋
い
で
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
窓
会
の
Ｈ
Ｐ
に
、
学

校
行
事
等
の
広
報
活
動
も
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て

下
さ
い
。

　

本
校
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
の
生
徒
は
、
将
来
、
職
場

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
と

な
る
た
め
の
基
礎
と
し
て
、
高
校

時
代
に
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
全
国
的
な
活
躍
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
の
運
動
部
の
活

躍
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
陸
上
競
技
、
ボ

ク
シ
ン
グ
、
弓
道
、
空
手
・
少

林
寺
拳
法
、
水
泳
の
各
部
が
、
今

年
も
厳
し
い
県
大
会
を
勝
ち
抜
い

て
、関
東
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

特
に
、弓
道
部
の
牧
田
知
也
君（
電

気
科
３
年
）
は
、
見
事
に
関
東
大

会
優
勝
を
射
貫
き
ま
し
た
。
夏
の

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
に
は
、

少
林
寺
拳
法
が
出
場
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
長
崎
国
体
に
は
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
栃
木
県
チ
ー
ム

に
４
名
が
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。
文

化
部
に
お
い
て
も
、
無
線
研
究
部

が
全
国
総
合
文
化
祭
で
入
賞
し
、

写
真
部
で
は
関
東
高
校
写
真
展
に

県
代
表
と
し
て
出
展
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
校
の
特
色
で
も
あ
る
も

の
づ
く
り
で
も
、
生
産
シ
ス
テ
ム

研
究
部
が
今
年
も
見
事
、
日
本
代

表
と
し
て
Ｗ
Ｒ
Ｏ
大
会（
ロ
シ
ア
・

ソ
チ
）
に
出
場
い
た
し
ま
し
た
。

関
東
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ

ス
ト
に
、
旋
盤
作
業
・
電
気
工
事
・

木
材
加
工
部
門
に
県
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。

　

３
年
生
の
進
路
に
関
し
ま
し
て

も
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
先
輩

諸
氏
に
よ
る
実
績
を
バ
ッ
ク
と

し
て
、
就
職
希
望
者
に
つ
い
て

は
、
地
元
企
業
や
県
内
の
大
企
業

を
中
心
に
10
月
末
に
は
大
部
分
の

生
徒
が
内
定
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
公
務
員
希
望
者
も

含
め
、
今
年
も
無
事
に
就
職
内
定

率
１
０
０
％
を
達
成
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
進
学
に
関
し
ま
し
て

も
国
公
立
大
学
14
名
、
私
立
大
学

38
名
が
合
格
し
、
専
修
学
校
等
も

東
京
や
県
内
の
各
校
か
ら
合
格
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

生
徒
の
進
路
希
望
が
実
現
で
き
る

よ
う
学
校
全
体
と
し
て
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
へ

宇
工
生
活
躍
の
一
年

同
窓
会
長

校
長

岡
　
田
　
義
　
治

池
　
守
　
　
　
滋

記念碑（正面左上）

記念碑（裏面文字）
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第
14
回
高
校
生
も
の
づ
く
り
コン

テ
ス
ト
関
東
大
会
旋
盤
作
業
部
門

が
、
平
成
26
年
９
月
14
日
、
東
京

都
立
田
無
工
業
高
等
学
校
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
は
関
東
各
都
県
の
大
会
を

勝
ち
抜
い
た
計
10
名
で
行
わ
れ
、
本

県
代
表
と
し
て
機
械
科
３
年
山
崎

慶
太
君
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、一部
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル

が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
ほ
ぼ
全
国

大
会
の
課
題
、
規
則
に
準
じ
た
内

容
と
な
って
い
ま
す
。
競
技
時
間
は

２
時
間
30
分
で
競
技
終
了
と
な
り

ま
す
。
各
選
手
は
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ツ
ー
ル
に
合
わ
せ
た
工
具
整

理
台
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途

に
合
わ
せ
た
加
工
用
の
バ
イ
ト
を
20

数
本
用
意
し
て
い
ま
し
た
。

　

競
技
が
始
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
の
選

手
が
２
時
間
内
で
作
業
を
終
了
し

て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
加
工
工

程
な
ど
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
時
間

を
短
縮
し
た
り
、
多
く
の
切
削
油

を
準
備
し
仕
上
げ
面
が
び
び
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
学
校
が
多
数
あ
り

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
外
部

講
師
に
も
指
導
し
て
も
ら
い
、
多
く

の
練
習
を
こ
な
し
、
こ
の
大
会
に
臨

ん
で
き
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。
本
校
の
山
崎
慶
太
君
も
、

善
戦
し
ま
し
た
が
関
東
の
レ
ベル
は

高
く
、
残
念
な
が
ら
入
賞
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
生

徒
・
先
生
・
保
護
者
な
ら
び
に
同
窓

会
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

平
成
26
年
８
月
２
日
に
行
わ
れ
た

第
14
回
栃
木
県
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ

ス
ト
電
気
工
事
部
門
で
電
気
科
３
年

の
石
川
竜
也
君
が
優
勝
し
、
関
東

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
本
年
度

は
群
馬
県
の
前
橋
産
業
技
術
専
門

校
で
開
催
さ
れ
、
各
県
か
ら
代
表
２

名
の
計
16
名
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
１
８
２
０㎜
四
方
の
ベニ
ヤ
板
に

与
え
ら
れ
た
電
気
配
線
工
事
の
課

題
を
１
２
０
分
以
内
で
正
確
に
美
し

く
仕
上
げ
て
、
減
点
を
極
力
０
に
近

づ
け
る
よ
う
競
い
ま
す
。
石
川
君
は

日
頃
か
ら
熱
心
に
、
自
ら
意
欲
的
に

課
題
を
見
つ
け
て
練
習
を
重
ね
、
そ

の
真
摯
な
取
り
組
み
姿
勢
は
大
変

素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
安
定
し
た
高
い
技
術
力

を
身
に
つ
け
て
お
り
、
大
会
直
前
の

練
習
で
は
、
減
点
０
の
レベル
に
ま
で

仕
上
げ
、
優
勝
を
狙
え
る
と
こ
ろ
に

き
て
い
ま
し
た
。
結
果
は
、
優
勝
こ

そ
逃
し
ま
し
た
が
３
位
と
立
派
な
も

の
で
し
た
。
後
輩
の
指
導
に
も
熱
心

で
、
そ
の
取
り
組
み
姿
勢
を
継
承
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
関
東
大
会
は
、
平
成

26
年
９
月
６
日
（
土
）
に
山
梨
県

甲
府
市
の
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン

タ
ー
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

県
代
表
と
し
て
、
本
校
建
築
デ
ザ
イ

ン
科
２
年
佐
藤
大
樹
君
が
出
場
し

ま
し
た
。
彼
は
県
大
会
に
お
い
て
完

成
度
の
高
い
作
品
を
仕
上
げ
て
、
優

勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
今
年
度

の
課
題
は
、
桁
か
ら
柱
に
架
か
る
梁

が
傾
斜
し
、
さ
ら
に
柱
と
梁
の
仕
口

は
小
根
ほ
ぞ
組
で
、
昨
年
度
に
比
べ

て
大
変
難
し
い
課
題
と
な
り
ま
し

た
。
練
習
で
は
、
仕
口
部
分
を
何

度
も
練
習
し
、
仕
上
げ
の
正
確
さ

と
ス
ピ
ー
ド
を
高
め
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
大
会
で
は
加
工
ス
ピ
ー
ド
が

速
く
な
り
、
順
調
に
仕
上
が
る
よ
う

に
思
え
た
が
、
最
後
の
垂
木
の
取
り

付
け
作
業
で
、
釘
が
大
き
な
節
に

あ
た
って
取
り
付
け
が
困
難
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
終
審
査
に
お

い
て
こ
の
部
分
で
大
き
な
減
点
に
な

り
、
順
位
を
大
幅
に
下
げ
る
結
果

と
なって
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果

に
本
人
も
悔
し
が
って
い
た
が
、
来

年
に
向
け
て
、
上
位
入
賞
を
目
指

し
て
再
起
を
図
り
た
い
と
意
気
込
ん

で
い
ま
し
た
。

　

11
月
21
日
か
ら
23
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｒ
Ｏ
世
界
大
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
宇
工
と
し
て
は
８
年

連
続
９
回
目
の
出
場
で
す
。
本
大

会
は
世
界
的
な
自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト
の

大
会
で
、
今
年
は
46
の
国
と
地
域

２
５
０
０
０
チ
ー
ム
か
ら
選
ば
れ
た

約
４
０
０
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
・
ソ
チ
の
ア
ド
レ
ル
ア
リ
ー
ナ

を
舞
台
に
、
正
確
さ
と
速
さ
を
競

う
レ
ギ
ュラ
ー
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
、
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
製
作
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
を

も
と
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
行
う

オ
ー
プ
ン
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
か
れ
競
技

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

宇
工
か
ら
は
オ
ー
プ
ン
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
１
チ
ー
ム
出
場
し
、
英
語
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
と
い
う
言
葉
の

壁
を
乗
り
越
え
、
６
位
入
賞
と
審

査
員
特
別
賞
の
ダ
ブ
ル
受
賞
と
い
う

立
派
な
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ひ
と
え
に
努
力
し
た
子

供
た
ち
、
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、
そ
し
て
活
動
を
支
え
て
く
れ

た
保
護
者
皆
様
の
総
力
を
結
集
さ

せ
た
成
果
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

高
度
な
電
子
回
路
を
自
作
し
、
激

戦
の
日
本
大
会
を
制
し
た
子
供
た
ち

に
は
Ｗ
Ｒ
Ｏ
大
会
を
通
じ
て
、
多
く

の
経
験
が
得
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
一方
で
、
国
際
舞
台
を
経
験
し

た
か
ら
こ
そ
み
え
た
課
題
も
多
か
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
本
大
会
へ
参
加

し
た
こ
と
が
、
課
題
を
自
ら
考
え
る

良
い
機
会
に
な
る
こ
と
を
願
って
お

り
ま
す
。

　

今
年
の
弓
道
部
は
、
県
大
会
か

高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　

関
東
大
会
に
出
場
し
て

Ｗ
Ｒ
Ｏ
２
０
１
４
に
参
加
し
て

機
械
研
究
部

生
産
シ
ス
テ
ム
研
究
部

電
気
電
子
研
究
部

建
築
研
究
部

顧
問  

市
　
村
　
隆
　
幸

保
護
者  

小
　
倉
　
良
　
輔

顧
問  

岡
　
本
　
幸
　
二

顧
問  

黒
　
﨑
　
利
　
之

全
国
・
東
日
本
・
関
東
大
会

　
　
　
　
　

に
出
場
し
て

弓
道
部
顧
問  

福
　
田
　
和
　
寛
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ら
東
日
本
高
校
弓
道
大
会
や
関
東

高
校
弓
道
大
会
、
全
国
高
校
弓
道

選
抜
大
会
へ
と
大
き
く
活
躍
の
場
を

広
げ
た
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
会
は
、
秋
田
県
で
開

催
さ
れ
、
３
人
制
団
体
競
技
で
優

勝
し
、
神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ
た

関
東
大
会
で
は
、
個
人
競
技
に
お
い

て
、
牧
田
君
が
優
勝
し
本
校
弓
道

部
初
の
関
東
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
り

ま
し
た
。

　　

そ
し
て
、
本
校
弓
道
部
初
、
団

体
競
技
で
全
国
選
抜
大
会
に
出
場

し
、
桜
島
の
雄
大
な
姿
が
見
ら
れ
る

鹿
児
島
県
に
お
い
て
競
技
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
選
手
達
は
、
全
国

各
地
の
選
手
が
集
ま
る
独
特
な
雰

囲
気
を
感
じ
、
初
め
て
の
経
験
を
し

ま
し
た
。
競
技
の
結
果
は
、
予
選

敗
退
で
し
た
が
、
こ
の
経
験
は
、
全

国
大
会
後
に
開
催
さ
れ
た
、
県
高

校
新
人
大
会
で
２
年
連
続
団
体
優

勝
と
い
う
形
で
生
か
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
。
勝
利
に
は
、
負
け
る
悔
し

さ
や
１
射
の
大
切
さ
を
理
解
し
ま
し

た
。

　

部
員
は
弓
道
競
技
に
関
わ
り
な

が
ら
、
日
常
生
活
に
通
じ
る
事
を
、

弓
道
を
道
具
に
よ
く
学
び
、
良
い
経

験
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

１
、
定
時
制
課
程
の
概
要

　

定
時
制
に
設
置
さ
れ
て
い
る
工
業

技
術
科
は
、
各
年
２
ク
ラ
ス
の
計
８

ク
ラ
ス
で
、
１
年
次
に
工
業
に
関
す

る
基
礎
的
技
術
を
総
合
的
に
学
ん

だ
後
、
２
年
次
か
ら
電
気
コ
ー
ス
と

機
械
コ
ー
ス
に
分
か
れ
ま
す
。
生
徒

数
は
、
５
月
１
日
現
在
で
１
６
４
名

（
う
ち
女
子
16
名
）
と
な
って
お
り
、

そ
の
約
１
割
に
相
当
す
る
16
名
の
生

徒
が
20
歳
以
上
で
す
。

２
、
定
時
制
課
程
生
徒
の
変
容

　

本
校
は
、
雀
宮
に
移
転
し
て
４
年

目
に
な
り
ま
す
が
、以
前
の
よ
う
に
、

全
日
制
と
定
時
制
が
共
有
し
た
教

室
を
使
用
す
る
の
で
は
な
く
、
定
時

制
専
用
の
教
室
が
設
置
さ
れ
た
た

め
、
生
徒
の
中
に
は
、
始
業
時
間
の

２
時
間
以
上
前
に
学
校
に
登
校
し
、

友
人
同
士
で
会
話
を
楽
し
ん
で
い
た

り
、
読
書
を
し
て
い
た
り
、
中
に
は

勉
強
し
て
い
る
者
も
お
り
、
自
分
の

居
場
所
（
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
）
が
あ
る

こ
と
が
、
登
校
意
欲
や
学
習
意
欲

に
も
良
い
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
時
制
は
、
通
常
、
在

学
期
間
は
４
年
間
で
す
が
、
３
年

間
で
卒
業
で
き
る
制
度
（
三
修
制
）

が
あ
り
、
特
に
、
平
成
24
年
度
入

学
生
か
ら
、
三
修
制
で
従
来
の
第
０

限
、
第
５
限
に
加
え
て
、
第
１
限
を

導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
は
、

以
前
よ
り
落
ち
着
い
て
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
な
り
、
三
修
卒
業
生

（
Ｈ
24
：
４
名
→
Ｈ
25
：
15
名
）

や
三
修
制
を
希
望
す
る
生
徒
の
人

数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
部
活
動
に
お
い
て
も
、

今
年
度
、
サ
ッ
カ
ー
が
県
大
会
で
７

連
覇
し
、
陸
上
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と

と
も
に
全
国
大
会
出
場
と
な
り
ま

し
た
。
軟
式
野
球
は
県
大
会
で
10

連
覇
し
、
北
関
東
大
会
に
お
い
て
群

馬
県
の
高
校
に
も
勝
利（
優
勝
）し
、

全
国
大
会
に
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

関
東
大
会
で
は
サ
ッ
カ
ー
が
第
３
位
、

全
国
大
会
に
お
い
て
は
、
サ
ッ
カ
ー
が

全
国
ベス
ト
16
、陸
上
が
栃
木
県
チ
ー

ム
の一員
と
し
て
、１
、６
０
０ｍ
リ
レ
ー

で
７
位
に
入
賞
す
る
な
ど
、
定
時
制

の
生
徒
の
活
躍
が
目
立
って
い
ま
す
。

３
、
お
わ
り
に

　

本
校
は
科
学
技
術
高
校
と
し
て

今
年
度
（
Ｈ
26
）
で
４
年
目
、
新

校
舎
へ
移
転
し
て
昨
年
９
月
で
ち
ょ

う
ど
３
年
が
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
科
学
技
術
高
校
と
し
て
の

成
果
を
検
証
し
な
が
ら
、
個
に
応
じ

た
指
導
の
更
な
る
充
実
を
図
る
こ
と

で
、高
校
生
と
し
て
の
学
力
と
マ
ナ
ー

を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
さ
せ
、
全

日
制
を
含
め
た
全
教
職
員
の
協
力
の

下
、
魅
力
と
活
力
の
あ
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

一
　
は
じ
め
に

　

科
学
技
術
高
校
第
二
期
生
と
な

る
今
年
の
３
年
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
科･

コ
ー
ス
で
専
門
的
な
知
識･

技
術･

技
能
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

景
気
回
復
等
の
影
響
も
あ
り
、
求

人
社
数
も
大
幅
に
増
え
就
職
者
の

割
合
が
70
％
を
超
え
る
学
年
と
な

り
ま
し
た
。

二
　
就
職

　

就
職
に
関
し
て
は
、
民
間
企
業

２
２
１
名
（
県
内
就
職
１
７
０
名
、

県
外
就
職
51
名
）、
公
務
員
６
名
、

自
営
等
３
名
の
合
計
２
３
０
名
が

内
定
し
て
い
ま
す
。
科
学
技
術
高

校
の
特
色
で
あ
る
「
科･

コ
ー
ス
」

で
学
ん
だ
事
を
活
か
せ
る
仕
事
を

希
望
す
る
生
徒
が
昨
年
度
同
様
多

く
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
機
械

科･

機
械
技
術
コ
ー
ス
で
は
機
械
産

業
関
連
会
社
に
７
割
が
就
職
と
い

う
こ
と
で
、
コ
ー
ス
に
特
化
し
た
就

職
先
に
な
って
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
求
人
社
数
は
、

６
３
７
社
（
県
内
３
７
９
社
、
県

外
２
５
８
社
）
で
し
た
。
昨
年
よ

り
も
１
０
０
社
程
度
増
加
し
、
特

に
建
設
関
連
会
社
の
求
人
が
増
え

て
い
ま
す
。

三
　
進
学

　

進
学
に
関
し
て
は
、
国
公
立
大

学
14
名
、
私
立
大
学
40
名
、
高
専

･

大
学
校･

専
門
学
校
等
35
名
の

合
計
89
名
の
進
学
が
決
定
し
て
い

ま
す
。
国
公
立
大
学
で
は
、
宇
都

宮
大
学
５
名
な
ど
、
昨
年
度
の
12

名
に
対
し
て
２
名
多
く
合
格
者
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
大
学
に
お
い
て
も
工
業
高
校
で
学

ん
だ
工
業
の
専
門
性
を
活
か
し
て
の

進
学
と
な
って
い
ま
す
。

進
路
指
導
部
長  

伊
東
　
英
彦

平
成
二
十
六
年
度
の
進
路

働
き
な
が
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、

自
ら
行
動
で
き
る
視
野
の
広
い
工

業
技
術
者
の
育
成
を
目
指
し
て

定
時
制
課
程

教
頭  

伊
　
澤
　
雅
　
幸

最近の進路状況の変化

求人社数の推移
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平
成
26
年
度
総
会
は
、
平
成
26

年
６
月
７
日
（
土
）、
ホ
テ
ル
丸
治

に
於
い
て
常
任
理
事
会
と
共
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
決

算
報
告
及
び
平
成
26
年
度
予
算
案

が
掲
載
し
て
有
り
ま
す
の
で
ご
覧

下
さ
い
。

　

議
題
で
あ
る
90
周
年
記
念
事
業

の
後
援
、
旧
学
校
敷
地
へ
の
記
念

碑
建
立
、
会
則
な
ど
を
ご
審
議
頂

き
ま
し
た
。

　

総
会
後
、
平
成
25
年
に
栃
木
県

議
会
永
年
在
職
功
労
者
な
ど
の
表

彰
を
受
け
ら
れ
た
板
橋一好
様
、
平

成
25
年
度
秋
に
叙
勲
さ
れ
ま
し
た

渡
邉
勇
雄
様
を
迎
え
、
祝
賀
会
と

懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

電
気
科
の
粕
谷
正
人
先
生
が
那

須
清
峰
高
に
異
動
さ
れ
ま
し
た
。

機
械
科
の
小
野
幸
宏
先
生
と
石
塚

利
生
先
生
が
真
岡
工
高
に
、
電
子

機
械
科
の
田
崎
隆
男
先
生
が
那
須

清
峰
高
、
吉
沢
達
生
先
生
が
今
工

高
、
為
永
明
彦
先
生
が
真
岡
工
高

に
異
動
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
理
科

の
小
太
刀
克
美
先
生
が
足
女
に
異

動
さ
れ
、
土
木
科
禧
久
裕
成
先
生

が
ご
退
職
し
栃
木
県
に
転
職
さ
れ

ま
し
た
。

　

４
月
に
は
環
境
設
備
科
に
上
澤

宏
美
先
生
、
機
械
科
に
大
森
一
之

先
生
が
赴
任
さ
れ
ま
し
て
、
宇
工

出
身
の
教
職
員
は
22
名
に
な
り
ま

し
た
。

　

同
窓
会
長
賞
と
し
て
電
子
機
械

科
熊
田
知
弘
君
に
、
同
窓
会
長
奨

励
賞
と
し
て
生
産
シ
ス
テ
ム
研
究

部
、
定
時
制
サ
ッ
カ
ー
部
に
授
与
致

し
ま
し
た
。

同
窓
会
定
期
総
会
報
告

同
窓
会
事
務
局
の
動
向

同
窓
会
長
賞
・
奨
励
賞

平成26年度役員平成26年度役員
会　長
副会長
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監　査
〃

顧　問
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

参　与
〃
〃
〃
〃

岡　田　義　治
嶋　田　繁　男
湯　口　忠　文
齊　藤　秀　夫
今　井　恭　男
梅　津　林　造
藤　井　弘　一
宇　梶　智　久
亀和田　　　薫
大根田　倭　之
小　林　秀　明
板　橋　一　好
吉　成　健　蔵
福　田　富　一
阿　部　和　夫
猪　瀬　成　男
伊　藤　　　誠
飯　塚　光　雄
中　島　　　宏
池　守　　　滋
野　尻　政　男
亀和田　辰　男
柿　沼　　　隆
小　平　良　長
渡　辺　勇　雄

平成26年度予算（案）
（1）一般会計

（2）その他

収 入 金　5 , 5 3 8 , 1 0 0 円
支 出 金　5 , 5 3 8 , 1 0 0 円
残 　 金　0 , 0 0 0 , 0 0 0 円

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

（単位：円）

（単位：円）

■収入の 部

■支出の 部

①基金

科　　　目 25年度予算額 26年度予算額 増　減 備　　　　考

科　　　目

基　　金

栃木銀行
22,611,050

足利銀行
53,747,007

日光杉並木基金
20,000,000

９６，３５８，０５７

25年度予算額 26年度予算額 増　減 備　　　　考

繰 越 金

永久会員費
雑 収 入

計

1,259,884
3,450,000

0
4,709,884

  1,858,100
  3,680,000

 0
  5,538,100

   598,216
   230,000

0
828,216

一般会計利子

会 議 費
事務局運営費
渉 外 費
事 業 費
教育活動後援費
慶 祝 費
同窓会HP管理費
予 備 費
借 入 金 返 済

計

600,000
    300,000
    300,000
  1,500,000
    300,000
    200,000
    200,000
　1,309,884

0
  4,709,884

    600,000
    200,000
    200,000
  1,300,000
    300,000
    200,000
    100,000
1,138,100

　1,500,000
  5,538,100

0
△100,000
△100,000 
△200,000

0
0

△100,000
  △171,784
  1,500,000    
828,216

総会・理事会、資料印刷代
名簿管理費、通信費、一般備品
母校歓送迎会等、寸志等

教育活動後援費 

サーバー変更により減額

基金に返済

全日3,210,000（321人）
定時  470,000（47人）

卒業記念品、同窓会報、同窓会長賞、
餞別金、部活動全国大会等補助

平成25年度収支決算報告

監 査 報 告

（1）一般会計

（2）その他

収 入 金　4 , 6 6 0 , 6 1 1 円
支 出 金　2 , 8 0 2 , 5 1 1 円
残 　 金　1 , 8 5 8 , 1 0 0 円

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

（単位：円）

（単位：円）

■収入 の部

■支出の部

①基金

科　　　目 予 算 額 決 算 額 増　減 備　　　　考

科　　　目

基　　金

栃木銀行
22,611,050

足利銀行
53,747,007

日光杉並木基金
20,000,000

９６，３５８，０５７

予 算 額 決 算 額 増　減 備　　　　考

繰 越 金
永久会員費
雑 収 入

計

1,259,884
  3,450,000
    　　　0
  4,709,884

1,259,884
  3,400,000
        727
  4,660,611

        0
△50,000
　    727
△49,273 

利子

会 議 費
事務局運営費
渉 外 費
事 業 費
教育活動後援費
慶 祝 費
同窓会ＨＰ管理費
予 備 費

計

    600,000
    300,000
    300,000
  1,500,000
    300,000
    200,000
    200,000
1,309,884
  4,709,884

  493,872
    138,660
    164,585
  1,570,412
    300,000
     94,962
     40,020
          0
  2,802,511

△106,128
  △161,340
△135,415
70,412 

          0
  △105,038
△159,980
△1,309,884
△1,907,373

総会・理事会、資料印刷代
名簿管理費、通信費、一般備品
母校歓送迎会等、寸志等

教育活動後援費
叙勲受章など
ＨＰ更新料､サーバー費

全日3,140,000（314名）
定時　260,000（26名）

９０周年新聞広告、卒業記念品、同窓会
報、会長賞、餞別金、部活動補助等

　母校において、関係諸帳簿・領収書・通帳等と照合の結果、予算の執行・
記帳・その他について、正確であり誤りのないことを証明します。

　　　　平成26年5月23日　　　　　会計監査

＊創立90周年記念事業として500万円を基金から支出


